
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業の様子(２年)＞ 

「思いやる心をもって」 

 困っているお兄さんに

気付いていないふりをし

ていた主人公が，勇気を

振り絞って思いやりのあ

る行動に出た場面を基

に，他者に対して思いや

りの心をもって，温かく

接することの大切さを考

える授業を行った。 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教

育推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

＜生徒の感想より＞ 

・ 改めて思いやりは大事だ

と実感することができた。 

・ 相手のことを考えて，時

と場合に応じて手助けして

いきたい。 

・ 互いに助け合い，支え合

っていける関係を作ってい

きたい。 

・ 思いやりの心をもち，そ

れを言動に移したい。 

 

○ 自己に責任をもち，自律的な態度や行動をとることができる心を育てる。 

○ 自己を見つめ，夢や希望の実現に向けて，よりよい生き方を考え実践していく心を育てる。 

○ 相手の立場を理解し，思いやる言動をとることのできる心を育てる。 

○ 自他の生命に関する問題について考え，命の尊さについて自覚を深めていく心を育てる。 

 
 

○ 「体験活動を生かした魅力ある道徳教育の創造」を主

題として，校内現職教育で研究を推進しています。 

○ 挨拶のあふれる学校づくりに心がけています。地域の

方との挨拶も積極的に行い，心の触れ合いを大切にして

いきます。 

○ 「ふれあい文化祭」で「里中乱舞」を披露するなど，

地域の行事やボランティア活動に積極的に参加します。 

一人一人の心に響く道徳の時間 

 【１年生では】 

法やきまりの意義を理解し，自覚をもって集団生活の向上を目指す態度を育てるとともに，

自他の生命を尊重する心を育てる。 

【２年生では】 

相手の個性や立場を尊重するとともに，周りの人たちの支えにより，現在の自分があるこ

とに感謝し，積極的に社会参加する態度を育てる。 

【３年生では】 

自律の精神を重んじ，自己の生き方に責任をもつとともに，国際社会に生きる日本人とし

ての自覚を深め，何事にも誠実に取り組む態度を育てる。 

地域行事「ふれあい文化祭」で「里中乱舞」の披露 


